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2駐a − 7 近 紫外緑 照射 に よ る植物 の 生 長 堕 害

　　　　　　　　　　　O
竹 内as−一・＊秋 月恵 ・ 近藤矩朗 e 菅 原 淳 （国 立 公害 研 。 生

　　　　　　　　　　　 物環 境 ，

＊
東邦大 ・ 理 。 生 物 ）

　近 年 、 各種の ス プ レー等 に 含 まれ て い る ク ロ ffフ ル オ 厳 メ タ ン 等の 化学物質 の 大

気 申 へ の 放 出 に よ り 、 成 層 圏 の オ ゾ ン 層 が 破壊 され 、 その 結渠 と して 、 地 表面 に 到

達す る紫外線一一 と りわ け UV−Bと呼ばれ る290〜 320　nm の 光 の 量 が増加す る可 能性

が 指摘さ れ て い る 。 強い レベ ル の UV癩 を 植物 に 照射 す る と 、 生 長 が 租 害 され 、 光合

成の 電子伝達系及び 炭酸固定系 の 酵 素 活 性が 阻害 され るこ とが知 られ て い る 。 しか

し 、 オゾ ン層 の 破 壊 と関連 し掩 瑠 境 レベ ル の Uい B照射が 、 植物 に どの よ うな 影響 を

及ぼ す か に つ い て は十分 な知 見 は な い 。 そ こ で 本研究 で は 、 環 境 レベ ル の UV−Bを植

物 に 照 射 し 、 種 々 の 生長の パ ラ メ
Pt ター 。 生体 内物質含筍量 e 光合成 に 及ぼ すUV弔

の 影響 を検討 しだ 。

　植物桝料 と して は 、 紫外 線 に 感受性が 高 い と言わ れ て い るキ ュ ウ ；］を 罵 い た 。 播

種 後 5臼 目の キ ュ ウ リの 芽 生 え 癒 、 人 工 光型 グ ロ ー・一ス キ ャ ビ ネ ッ トに 移 し 、 明期11

時 間 （335St 　E　m
“2　 s

“1　PPFD， 20℃ ） 、 暗 期 13畴 問 （15℃ ）の 条緋下 で 生 育 させ だ 。

UV−Bの 光源 と して は 、
　Toshiba　FL　20SE （健 康緩 灯 ） を周 い 、 2種 類 の フ ィ ル タ ー に

よ り290〜 320 跏 の 光を 含む実 験 区 及び含 まな い 対照区の 2つ の 光条件 を洋成 し掩。

1Rn1ご との 光工 ネル ギ ー 奄スベ ク トrr　e ジ オ メ ー ター に よ っ て 測定 し、　 Caldwel1

（1971）の 方 法 に 基づ き 、 UV−B蠶 薮評 価 しだ 。 実験区の UV−B照 射 量 は 15．6　rnW　rn
−−2

UV・BBEと計算 さ れ 凝 e こ の 鑾は 、 北緯42度 の 地点 （函館近傍 ）の ・娟 申旬 の 野外で

の UV・B量に ほ ほ1匹敵す る 。

　UV−B照射に よ り 、 キ ュ ウ リ子葉の 葉面積生 長窺 は約40％ 、 生 重 量 な らび に 乾燥重

量 の 増加は 約25％ 阻害 きれ 、 子葉の 単位面積 あ 瘧 りの 重 蠱は 増加m る一一一 す な わ ち

子葉 の 厚 さが増す 傾向が 認め られ 艶 。 ま叛 、 　1週間以 上 UV−B照射 凝継続 しだ芽生 え

で は 、 子葉の 周辺部 が反 殄返 り 、 表面 に ワ ッ ク ス 状の 物質が 形成 され る こ とが 観察

され 海 。 子葉 の 含水率及び子葉圧搾液の 浸透ポテ ンシ inル に 対 す るW ・B照射 の 影響

はみ られ な か っ た 。 子葉 1枚あ た ゆの タン パ ク質含 有量 の 増 加 は 、 Uい B照射に よ り

20％ 減少 しだが 、 DNAtsらび に 皰 《蠱 は変化 しな か っ だ 。 子葉 申 の 遊離 の 糖 及び有機

酸 の 子葉 1枚 あ 痘 りの 含 蒋童 はVV・B照射に よ り滅少 し洗が 、 生重 蠶 1g あtaりの 値

は、 glucose を除 く他の 物質で は 、 対 照 区 と 実験区 の 問で 有 為 の 差 は認 め ら れ な か

っ 尨 。 子 葉 1枚 あ た ゆの ク am フ ィ ル 鑾 は 、　UV・B照射に よ り変 化 しな い が 、 葉面 積

の 拡大が 阻害 きれ るため 、 単 位面積 あ 溢 りの ク ロ ロ フ ィ ル 量 は有為に 増加 し た 。

　子 葉の 乾物生長 （乾燥重 蠶 の 増舶 ）が Uい B照射 に よ ゆ阻害 され る こ とか ら 、 次に

対照区及び実験区の 子葉の 呼吸 な らび に 光舎成速 度 を酸 素 電 極法 に よ り測 定 し艶 。

呼 吸速 度 は生長 と と も に 経 畴 的 に 減 少 し 凝 が 、 UV−B照射 の 影響 は 認 め られ な か っ k 。

ク ロ ロ フ d ル あた りの 光 合成速鹿 は 、 UV・B照 射 開始 後 幅 罠以 降減少 す る傾向 に あ

り 、 　6日 目 に は 有意 藻 が認め られ 旋 。
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